
全国の統計

大阪府内の統計
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熱中症とは、

高温多湿な環境下において、

・体内の水分、塩分バランスが崩れたり

・体内の調整機能が破綻する

などして発症する障害の総称
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体温上昇

血管拡張・血流増加 発汗（熱放散）

脱 水 過度の体(脳)温上昇

熱射病
（重度の日射病）熱けいれん → 熱疲労熱失神

体表血液貯留
循環血液量の減少

循環不全
塩分濃度低下

脳血流減少 脳機能不全

下肢に血液貯留

（体温調節反応）

Ⅰ度
Ⅱ度

Ⅲ度・Ⅳ度

暑いとき、体を動かしたときに、

増
強
す
る
と
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塩の成分
【副成分】

塩化マグネシウム MgCl2
塩化カルシウム CaCl₂

塩化カリウム KCl
硫酸塩類 MgSO4・CaSO4 etc.

【主成分】
塩化ナトリウム

NaCl

Na⁺ Mg2⁺ Ca2⁺ K⁺
にがり成分

熱中症と大きく関係する
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脱水・水・Naの関係

水 Na 水 Na 水 Na 水 Na 水 Na 水 Na 水 Na 水 Na

作業前 作業前作業後 作業後発汗 発汗飲水 飲水

汗で失った水とNa 汗で失った水とNa

水のみ 水+Na
尿として排出

Naの効果

水のみ摂取 水と塩を摂取
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では、何を飲めばよいのだろうか︖

スポーツドリンク︖経口補水液︖

浸透圧
(mOsm/L)

ブドウ糖
(g/L)

Cl
(mEq/L)

K
(mEq/L)

Na
(mEq/L)区分

24513.5652075経口補水療法
（WHO ORS）

20034302035３号液輸液

326675-16.53-59-21スポーツ
ドリンク

27025502050経口補水液
（ＯＲＳ）

2901053.5135血液

5-603-1510-70汗

疲労回復に効果的だが、取りす
ぎると水分吸収の妨げになる︕
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